
長野市民病院

１．命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します
２．医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します
３．個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする医療を提供します
４．地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、円滑な連携を図ります

長野市民病院
の理念

地域がん診療連携拠点病院 病院機能評価認定病院 臨床研修病院
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な

希
望
を
胸
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

昨
年
秋
以
降
の
米
国
の
金
融
危
機
に
端
を
発
し

た
世
界
経
済
の
悪
化
は
、
日
本
の
経
済
、
政
局
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。医
療
界
も
、

医
師
及
び
看
護
師
不
足
等
で
医
療
崩
壊
と
言
わ
れ
、

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

長
野
市
民
病
院
で
は
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
と
し
て
が
ん
の
診
断
か
ら
手
術
療
法
、
放

射
線
療
法
、
化
学
療
法
と
い
っ
た
治
療
、
緩
和
ケ

ア
に
至
る
ま
で
の
が
ん
診
療
体
制
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
受
け
入

れ
が
可
能
な
救
急
医
療
体
制
を
整
備
し
、
高
度
で

良
質
、
安
全
な
診
療
体
制
の
提
供
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
機
関
等
と
の
機
能
役
割
分
担

を
図
り
な
が
ら
、
円
滑
な
連
携
を
と
お
し
て
、
地

域
に
密
着
し
た
急
性
期
病
院
と
し
て
「
入
院
治
療

を
受
け
る
な
ら
長
野
市
民
病
院
で
」
と
い
う
信
頼

の
継
続
を
目
指
し
、
職
員
一
人
一
人
が
能
力
向
上

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

私
ど
も
の
歩
み
が
、
市
民
の
皆
様
や
関
係
機
関

の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
も
の
で
あ
り
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
る
の

で
あ
れ
ば
、
同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
長
野
市
民
病
院
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

善光寺山門より本堂を望む（写真：原田征夫  元事務部長）

年
頭
に
あ
た
っ
て

病
院
長　
　

竹
前
紀
樹
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「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　

と
思
っ
た
ら
、

　
　

ま
ず
お
電
話
で
ご
相
談
を

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と

は
、
動
物
、
特
に
鳥
類
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
人
に
感
染
し
、
人
の
体
内

で
増
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
変
化

し
、
人
か
ら
人
へ
と
効
率
よ
く
感
染
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の
ウ
イ
ル

ス
が
感
染
し
て
起
こ
る
疾
患
が
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
人
類
が
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
人
は
免
疫
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
発

生
す
れ
ば
、
世
界
的
な
大
流
行
が
起
こ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
知
の

疾
患
で
す
の
で
予
防
方
法
は
未
確
定
で
す

が
、
現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
よ

う
に
、咳
や
く
し
ゃ
み
で
飛
散
し
て
う
つ
っ

て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
す
る
為
に
は
、
咳
が
出
る
時
や
人

ご
み
に
行
く
と
き
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
こ
と
、
帰
宅
し
た
時
に
は
速
や
か
に
手

洗
い
と
う
が
い
を
す
る
こ
と
、
な
ど
の
感

染
予
防
対
策
を
日
頃
か
ら
身
に
つ
け
て
お

く
こ
と
が
大
事
で
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
人
か
ら
人
へ
感
染
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
大
流
行
時
に
は
人
の
集
ま
る
所

を
避
け
、
ご
家
庭
に
食
料
、
日
用
品
を
蓄

え
外
出
し
な
い
こ
と
も
感
染
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
県
立
須
坂
病
院
感
染
制
御

部
長
高
橋
央
先
生
（
写
真
）、
感
染
管
理

認
定
看
護
師
中
島
恵
利
子
先
生
を
お
招
き

し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
研
修
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
２
４
０
名
余
り
の

職
員
の
参
加
が
あ
り
関
心
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
国
内
発
生
し
た
場
合
、
通
常
の
診
療
体

制
で
は
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
た
め
特
別
な

診
療
体
制
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
た

可
能
性
が
あ
り
診
察
を
希
望
す
る
場
合

は
、
来
院
さ
れ
る
前
に
ま
ず
お
電
話
で
最

寄
り
の
保

健
所
へ
ご

相
談
い
た

だ
き
ま
す

よ
う
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

介
護
保
険
を
利
用
す
る
に
は

　

ご
高
齢
の
方
が
入
院
治
療
後
、
お
体
に

障
害
が
残
り
、
退
院
後
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
「
認
定
」
を
受
け
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
流
れ
と
し
て
は
、

①
要
介
護
認
定
の
申
請

　

サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
希
望
す
る
と

き
は
市
町
村
役
場

の
窓
口
に
「
要
介

護
認
定
」
の
申
請

を
し
ま
す
。

②
認
定
調
査
＋
主
治
医
意
見
書

　

認
定
調
査
は
、
調
査
員
が
自
宅
・
病
院

等
を
訪
問
し
、
心
身
の
状
態
を
調
べ
る
た

め
に
、
本
人
と
家
族
な
ど
か
ら
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
ま
す
。
主
治
医
意
見
書
は
、

か
か
り
つ
け
医
が
心
身
の
状
態
に
つ
い
て

医
学
的
立
場
で
記
入
し
ま
す
。

③
審
査
・
判
定　

④
認
定
・
通
知　

⑤
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成　

⑥
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用　

⑥
更
新

　

認
定
の
有
効
期
限
は
、新
規
の
場
合
６
ヶ

月
で
あ
り
、
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
希
望
す
る
に
は
有
効
期
限
が
切
れ
る
前

に
改
め
て
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
の
有
効
期
限
は
原
則
12
ヶ

月
で
す
。
以
上
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
の
流
れ
と
な
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

こ
の
中
で
医
師
が
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、

主
治
医
意
見
書
の
作
成
が
あ
り
ま
す
。
病

院
に
て
入
院
治
療
後
、
介
護
が
必
要
と
な

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
、
長

期
間
に
わ
た
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
そ
の

場
合
に
は
患
者
さ
ま
の
日
頃
の
生
活
（
療

養
）
環
境
や
、
健
康
状
態
を
見
守
っ
て
く

れ
る
か
か
り
つ
け
医
が
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。
主
治
医
意
見
書
を
、
そ
の
よ
う

な
か
か
り
つ
け
医
に
書
い
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
よ
り
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
、
ご
自
身
に
あ
っ
た
か

か
り
つ
け
医
を
お
持
ち
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
も
し
、
退
院
を
き
っ
か
け
に

か
か
り
つ
け
医
を
見
つ
け
た
い
場
合
に

は
、担
当
者
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

担
当
看
護
師
に
お
申
し
出
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
〜

「
か
か
り
つ
け
医
」を
も
ち
ま
し
ょ
う

地
域
医
療
連
携
室
長　

西
澤　

ひ
と
み

感
染
対
策
室　

看
護
師
長

感
染
管
理
認
定
看
護
師　
　
　

正
村
睦
子

研修会風景
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「外来診療の待ち時間調査結果について」

　当院の外来・病棟運営委員会では、去る8月18日㈪から8月22日㈮、及び11月17日㈪から11月21日㈮までの

間に受診された外来患者さまを対象に「待ち時間調査」を実施いたしました。

　調査結果は、診察待ち時間が8月の調査では平均38.0分でしたが11月の調査では平均28.6分（9.4分減）、滞

在時間（受付〜会計まで）が8月の調査では平均97.3分でしたが11月の調査では平均85.6分（11.7分減）でした。

　調査結果を待ち時間別に比較すると、診察待ち時間が30分以内の方の割合は8月の調査では53.3％でした

が11月の調査では63.4％（10.1％増）となり、その分30分より長くお待ちいただいた方の割合は減少しました。

また、滞在時間が120分以内の方の割合は8月の調査では70.0％でしたが11月の調査では77.9％（7.9％増）となり、

その分120分より長く滞在された方の割合は減少しました（下記資料を参照ください）。

　主な要因といたしまして、昨年9月1日より初診の場合はまずかかりつけ医の受診をお願いし、再診の場合

も事前予約を原則とさせていただいていることにより（一部診療科※を除きます）、診察待ち時間が減った

ものと考えられます。また自動受付機、自動入金機、及び呼び出しのシステム（外来表示盤、会計表示盤）

を導入したことにより、受付〜診療〜会計の流れがスムーズになったことも滞在時間の短縮につながったも

のと考えられます。

　なお、調査対象の患者さまの中には、検査、点滴等を実施し長時間の滞在になった方も含まれています。

　当院は、皆様のご理解とご協力に感謝するとともに、今後も待ち時間の改善に一層努めてまいります。

※ 一部診療科：小児科、形成外科、脳神経外科、皮膚科、耳鼻いんこう科、婦人科の不妊症の方

外来・病棟運営委員会
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（託児所）
（独身者用寮）

〒381-8551  長野市富竹1333-1
TEL 0120－511－990総務人事課内線4400
E-Mail career@hospital.nagano.nagano.jp

http://www.hospital.nagano.nagano.jp/

医　師
救急センター専従・併任医師
麻酔科医、呼吸器内科医、
消化器内科医（肝臓専門医）、
腎臓内科医、脳卒中専門医、
脳神経外科医、
小児科医、
婦人科医、放射線科医（治療）、
後期研修医（後期研修医研究資金制度有り）
　　　　　　（上記以外の科についても募集しております）

採用インフォメーション
看護師（正規職員）
応募資格】
・有資格者、または平成21年春資格取得
　見込みである。
・3交代勤務が可能である。
　上記2点を満たすこと。
　※パート勤務についても、是非ご相談ください。

●勤務形態：
　病棟：変則３交替制（8:30-17:15,12:15-21:00,　　
　　　　　　　　　　　20:45-8:45）　
　外来：夜勤（救急外来）、中勤有り
●看護師修学資金制度あり
●寮完備
●育児休暇３年迄取得可

長野市民病院 検索

随時、見学可能です。
お気軽にお問い合わせください。

　　　　　　　　●福利厚生面も整っています
　　　　　　　　●託児所有り（24：00迄託児可）
　　　　　　　　●認定医、 専門医等取得の指導・
　　　　　　　　　支援体制有
　　　　　　　　●学会等にも計画的に参加できます

【応募資格】
・有資格者（理学療法士は平成21年3月実施予定の国家試験受験
　　　　　　予定者の応募可。臨床検査技師においては、生理検
　　　　　　査の実務経験者）
【契約期間・勤務条件】
・契約期間　理）平成21年4月1日～平成22年3月31日（予定）
　　　　　　臨）要相談（急募）
・勤務時間　8：30～17：15（休憩45分）

理学療法士・臨床検査技師（非正規職員）

○日 時　　平成21年2月28日（土）　13：00 開演
○場 所　　若里市民文化ホール（ビッグハット隣り）
　　　　　 長野市若里三丁目22番2号

地域がん診療連携拠点病院
第７回 長野市民病院 市民健康講座

市民を対象とした公開講座を開催いたします。
多くの皆さまのご来場をお待ちしております。

入場無料
申込不要

──── 講座のご案内 ────
テーマ『がんの放射線治療の進歩』（講演会は手話通訳付です。）

第1部　13：15〜13：45　『長野市民病院の放射線治療の現況』
　　　　　　　　　　　講師　長野市民病院　放射線科科長　橋田　巌　先生

第2部　13：45〜14：15　『前立腺がんに対する小線源治療400例の成績』
　　　　　　　　　　　講師　長野市民病院　副院長兼泌尿器科統轄科長　岡根谷　利一　先生

第3部　14：15〜15：15　“切らずに治すがん治療”　『重粒子線治療の現状と群馬大学重粒子線治療プロジェクト』
　　　　　　　　　　　講師　群馬大学腫瘍放射線学教授　中野　隆史　先生

▶定員：600名

【主催】財団法人長野市保健医療公社　長野市民病院　【問合せ先】蘂 026-295-1199 企画財務課まで
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知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識

No.32
　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
はC

hronic K
idney 

D
isease

の
頭
文
字
で
「
慢
性
腎
臓
病
」

と
訳
し
ま
す
。
原
因
、
程
度
に
関
わ
ら
ず

尿
検
査
異
常
を
認
め
る
方
、
腎
臓
の
働
き

の
悪
い
方
、
要
は
「
腎
臓
の
病
気
」
を
ま

と
め
て
、
こ
う
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
、
日
本

人
の
8
人

に
1
人
が

Ｃ
Ｋ
Ｄ
と

言
わ
れ
患

者
数
の
推

計
は
１
３
０
０
万
人
に
も
の
ぼ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。「
腎
臓
の
病
気
」
は
結
構

あ
り
ふ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

腎
臓
の
大
事
な
働
き
の
一
つ
が
尿
を

作
っ
て
老
廃
物
を
捨
て
る
事
で
す
。
こ
の

働
き
が
失
わ
れ
る
と
透
析
と
呼
ば
れ
る

治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
わ
が
国
の

透
析
患
者
数
は
２
０
０
６
年
12
月
現
在

26
万
４
４
７
３
人
、
日
本
人
の
４
８
３
人

に
1
人
が
透
析
治
療
を
し
て
い
る
と
い
う

計
算
に
な
り
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓

病
）
は
透
析
予
備
軍
と
し
て
、
そ
の
対
策

が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｋ

Ｄ
は
、
心
血
管
疾
患
（
心
筋
梗
塞
や
心
不

全
）、
脳
血
管
疾
患
（
脳
卒
中
）
な
ど
の

独
立
し
た
危
険
因
子
で
あ
る
事
も
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。「
腎
臓
の
病
気
」
を
持
っ

て
い
る
と
心
臓
や
脳
の
病
気
に
ま
で
な
り

や
す
い
と
言
う
事
で
す
。「
腎
臓
の
病
気
」

は
結
構
こ
わ
い
の
で
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
は
尿
検
査
と

血
液
検
査
の
結
果
で
病
期
（
ス
テ
ー
ジ
）

分
類
さ
れ
ま
す
。
そ
の
進
行
に
応
じ
て
適

切
な
加
療
が
必
要
で
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
病
状

が
進
行
し
な
い
と
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
健
康
診
断
や

人
間
ド
ッ
ク
で
検
査
を
受
け
な
い
限
り
病

気
と
し
て
発
見
さ
れ
る
機
会
は
少
な
い

の
で
す
。

２
０
０
８

年
4
月
よ

り
特
定
健

診
も
始
ま

り
ま
し
た

が
、
健
診
で
得
た
情
報
を
上
手
に
利
用
し

て
「
腎
臓
の
病
気
」
の
早
期
発
見
に
役
立

て
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
多
く
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ

の
方
の
治
療
で
有
効
と
言
わ
れ
て
い
る
も

の
は
、肥
満
の
解
消
、禁
煙
、適
度
な
運
動
、

減
塩
、糖
尿
病
の
治
療
、高
血
圧
の
治
療
、

脂
質
異
常
症
の
治
療
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
治
療
と
共

通
す
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。「
腎
臓
の
病
気
」

の
治
療
は
結
構
身
近
に
あ
る
の
で
す
。

　

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓

病
）
と
い
う
言
葉
を
、
ご
自
分
の
た
め
、

ご
家
族
の
た
め
に
知
っ
て
下
さ
い
。

内
科
科
長
　

掛
川
哲
司

C
K
D
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

救急・重症病棟（ＩＣＵ・ＨＣＵ）の稼動
　昨年12月の新ＩＣＵの稼動に引き続き、1月10日からＨＣＵが稼動開始しました。
がん・すまいるサロン開設
　�緩和ケア認定看護師を交えて、がんを体験された患者様やご家族が、今の気持ちを気楽に話せる場を開設しまし

た。患者参画型医療をめざす新しい試みとなります。
竣工引渡し式
　�2月22日、平成15年度より進めてきた増改築事業が完了したことに伴い、受注者の各建築企業共同体より設計書

類等の引渡しが行われました。
リンパ浮腫外来開設
　�主にがんのリンパ節転移や手術などでリンパ節を取り除いた後に、リンパ液の流れが滞ることで起こる浮腫を、

複合的理学療法（スキンケア・医療徒手リンパドレナージ・圧迫療法・運動療法）の治療を行いながら、リンパ
浮腫とのつき合い方を見つけていく支援を目指しています。

100床増床工事竣工・急病センターオープンセレモニー
　�3月23日、長野市長をはじめ約70名のご来賓者等にご出席いただき、記念式典が開催されました。
救急センター・急病センターオープン
　�4月1日より、長野市急病センターの機能が移転し、「長野市民病院　医師会・急病センター」として、長野市医

師会との協働により初期救急医療を行うこととなり、また、24時間365日体制の救急センターが稼動開始しました。
第２回病院際を開催しました
　�5月31日㈯、第6回市民健康講座、オスマン・サンコン氏による講演会の他、ＡＢＩ・骨密度測定、各種体験コー

ナー、施設見学ツアー、模擬店等を開催しました。約2,000人の方にご来場いただき大変な賑わいを見せました。
がん診療病棟の開設
　�2南病棟は、がんの治療と疼痛などの緩和を、多職種が参加するチーム医療により、切れ目のない支援を提供し

ていくことを目標に開設しました。
外来効率化始まる
　�9月1日より、初診の場合はまずかかりつけ医受診をお願いし、再診の場合も事前予約を原則とさせていただくと

ともに、自動受付機、自動入金機及び呼出システム（表示盤）の導入を行いました。
病院機能評価Ver.5受審
　�5年毎更新の期限に伴い、9月17日〜19日の3日間に「病院機能評価Ver.5」を受審しました。

1月

2月

3月

4月

5月

7月

9月

平成20年を振り返って、長野市民病院10大ニュースを紹介します。

平成20年　長野市民病院10大ニュース



あした元気になあれ　2009. １.15

栗 の 木 診 療 所 院　長　内坂　徹　　医師
副院長　北村　静信　医師

　（長野県上高井郡小布施町２２５２‒１）

登登登

録録録

医

紹

介

医

紹

介

医

紹

介

No.19

　

登
録
医
制
度
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
平
成
15
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
市
民
病
院
へ
紹
介
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
病
院
か
ら
地
域
の
診
療
所
に
逆
紹

介
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
医
の
一
覧
が
玄
関
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
こ

の
欄
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
登
録
医
の
医
師
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　院長の内坂先生は大阪府寝屋川市のご出身で､ 奈
良県立医科大学をご卒業後、淀川キリスト教病院、
大阪市立城北市民病院と回られ、新生病院で13年
間院長を勤められ、平成11年4月1日から開業され
ておられます。副院長の北村先生は兵庫県神戸市
のご出身で､ 金沢大学をご卒業後、淀川キリスト
教病院で2年間全ての科を回るスーパーローテート
研修をし、その後同院で消化器内科に所属、さ
らに県立須坂病院で2年間の勤務を経て、平成
19年から当診療所へ就職されておられます。先
生方のご専門は幅広く家庭医を目指したチーム
医療で、内科、小児科、消化器科、在宅診療、
緩和ケアを中心に診療されているそうです。医
師になったきっかけは内坂先生が医師であった
両親とアルベルト・シュバイツァーに影響を受
け、北村先生は海外医療をしていたクリスチャ
ンの医師から、将来一緒に医師をやらないかと誘われたからだそうです。医師に
なって良かったことは、内坂先生がアジアで働く機会があった海外医療や地域住
民との交流である地域医療が出来たこと、北村先生はやりがいのある仕事と実感
できるからだそうです。趣味は内坂先生が読書とクラシックの音楽鑑賞と年1回
の旅行で、北村先生はフットサルと渓流釣りとのことです。市民病院に望むこと
は、内科・外科を含めた消化器系のスタッフが充実しているので患者さんを紹介
するのに非常にありがたいが、在宅の患者さんをご紹介いただくにはもう少し早
めにお願いしたいと意欲的に語っておられました。

中
央
検
査
前
の
廊
下
の
通
路
で
待
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
正
面
玄
関
か

ら
風
が
と
て
も
寒
く
て
何
か
工
夫
し
て
頂

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
来
患
者　

女
性
）

▪
回
答　

こ
の
度
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
指

摘
の
通
り
、
冬
期
の
ホ
ー
ル
周
辺
は
自
動

ド
ア
開
閉
時
に
外
部
冷
気
が
流
入
し
、
暖

か
い
空
気
が
効
率
よ
く
循
環
で
き
な
い
事

が
あ
り
ま
す
。
対
策
と
し
て
は
、
風
除
室

暖
房
や
エ
ア
ー
カ
ー
テ
ン
に
よ
る
ホ
ー
ル

内
の
空
気
循
環
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
待

ち
合
い
の
お
時
間
が
少
し
で
も
快
適
に
な

る
様
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
病
院
で
は
、
開
院

以
来
、
外
来
・
入
院
の
患

者
さ
ま
、
お
見
舞
い
等
の

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意

見
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

毎
月
、
貴
重
な
意
見
を

集
約
し
て
職
員
に
回
覧
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改

善
、
検
討
を
加
え
て
お
り

ま
す
。
最
近
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
も
の
の
中
か
ら
選

ん
で
紹
介
し
ま
す
。
今
後

と
も
叱
咤
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

みなさまの声みなさまの声みなさまの声

病
院
の
先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

は
御
多
忙
に
も
関
わ
ら
ず
、
気
持

ち
よ
く
温
か
く
接
し
て
頂
き
毎
回
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
に
対
し
て
、
少
し
だ
け
お

願
い
が
あ
り
ま
す
。
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で

す
が
、
一
般
の
食
堂
と
同
じ
よ
う
な
値
段

で
す
。
客
に
対
し
て
注
文
品
の
出
来
上
が

り
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
声
に
心
が
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

他
の
方
々
が
素
晴
ら
し
い
だ
け
に
誠
に

も
っ
た
い
な
く
思
い
ま
す
。
調
子
の
悪
い

方
、
心
労
で
疲
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
思

い
や
り
を
欲
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
添
い
者　

男
性
）

▪
回
答　

こ
の
度
は
レ
ス
ト
ラ
ン
わ
た
ぼ

う
し
を
ご
利
用
の
際
、
ご
不
快
な
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
い
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。頂
い
た
ご
意
見
を
確
認
し
、「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で
な
く
、

思
い
や
り
を
持
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て

い
こ
う
と
担
当
者
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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長
野
市
民
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は
づ

き
の
会
」
で
は
病
院
に
来
ら
れ
た
患
者
様
に
少
し

で
も
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
、
11

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
現
在
１
２
８
名
（
う
ち
賛
助
会
員
11
名
）

で
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
選
ん
だ
分
野
の
グ
ル
ー
プ

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
“
古
里
地
区
に
病
院
が
で
き
る
”
と
い
う
お
話

に
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
願
っ
て
、
古
里

地
区
保
健
補
導
員
役
員
OB
を
中
心
に
71
名
の
会
員

を
以
っ
て
、
平
成
6
年
8
月
12
日
「
は
づ
き
の
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
平
成
7
年
6
月
1
日
の
開
院

と
同
時
に
、
外
来
サ
ー
ビ
ス
、
衛
生
材
料
作
り
、

生
花
の
飾
り
付
け
の
活
動
か
ら
始
め
ま
し
た
。
以

後
患
者
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、折
り
紙
、花
壇
作
り
、

プ
ラ
ン
タ
ー
の
管
理
、
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
、
会
報

発
行
と
活
動
の
場
が
増
え
、情
報
ラ
ウ
ン
ジ
に“
は

づ
き
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
”
を
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く

の
患
者
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

は
づ
き
の
会
の
活
動
も
早
い
も
の
で
14
年
目
と

な
り
ま
し
た
。お
役
に
立
て
る
喜
び
と
会
員
同
志
の

心
の
繋
が
り
が
生
き
が
い
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

外
来
患
者
様
の
笑
顔
と
の
出
逢
い
や
仲
間
と
の
語

ら
い
の
中
に
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

で
き
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。こ
れ
か
ら
も
無
理
を
せ

ず
、長
く
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

はづきの会活動内容
１．草取りグループ
　　4月～11月の朝6時～病院

構内の草取り作業
２．花壇グループ
　　長野薬局東の道路両脇の

花壇と南病棟前のバラ園
３．入院患者様へのサービス

グループ
　　シーツ交換、医療材料作

り、病室訪問等
４．外来患者様へのサービス

グループ
　　午前8時半～10時に外来

受付の案内
５．衛生材料グループ
　　ボランティア室でシーツ

などの布切り
　　（ご自分で決めた時間帯

でどうぞ）
６．リフォームグループ
　　病院より依頼がある時に

行なう
７．プランターグループ
　　時期を見て植込み、水く

れ管理
８．生花グループ
　　エントランスホールへの

生け込みと水の管理（1
週間交代で行なう）

９．折り紙グループ
　　4階ラウンジにて折り紙

講習
　　（毎月第1木曜日の午後1

時半から）
　　七夕飾り、クリスマス飾

り
10．図書グループ
　　午前10時～12時　午後1

時～3時
　　当番にて図書貸し出し作

業
11．編集部
　　会報「はづき」の発行　

年2回

感
謝
の
気
持
で
さ
り
げ
な
く

は
づ
き
の
会
会
長　

深
堀　

敦
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
お
誘
い

 

―
ご
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
ま
せ
ん
か
!?
︱

　

病
院
の
増
床
と
と
も
に
は
づ
き
の
会
の
活
動
の

場
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
お
時
間
が
お
あ
り

で
し
た
ら
、ぜ
ひ
私
た
ち
と
ご
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
!?
決
し
て
難
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
温
か
い
お
心
と
責
任

感
が
あ
れ
ば
充
分
で
す
。
短
い
お
時
間
で
も
結
構

で
す
。

　

お
気
持
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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長野市民病院へのお問い合わせ
〒381－8551　長野市富竹1333－1
TEL 026－295－1199　　FAX 026－295－1148
長野市民病院・医師会 急病センター
TEL 026－295－1291
ホームページ http://www.hospital.nagano.nagano.jp/

財団法人　長野市保健医療公社

長野市民病院
■発行人：竹

たけまえ

前紀
と し き

樹
■編　集：長野市民病院
　　　　　　広報誌編集委員会

専 門金木水火月
平井一也（呼吸器）
長谷部修（消化器・内視鏡）
西井 裕（糖尿病・内分泌代謝疾患）
丸山隆久（循環器）
笠井俊夫（循環器）
越知泰英（消化器・内視鏡）
掛川哲司（腎臓）
吉池文明（呼吸器）
山﨑誓一（呼吸器）
立岩伸之（消化器・内視鏡）
須澤兼一（消化器）
彦坂吉興（消化器）
南澤綾子（循環器）

彦坂 吉興

○南澤 綾子

○平井 一也

○須澤 兼一

笠井 俊夫

長谷部 修

稲田浩之（午後）山﨑 誓一須澤 兼一○吉池 文明

平井 一也

越知 泰英

立岩 伸之

南澤 綾子

○西井 裕

内 科
（呼吸器科）
（消化器科）
（循環器科）
（腎臓内科）
（内分泌代謝科）

吉池 文明西井 裕吉池 文明
山﨑 誓一平井 一也○山﨑 誓一

○立岩 伸之○越知 泰英小松通治（午前中）
春日 広一丸山 隆久○丸山 隆久

○町田香津子○笠井 俊夫○彦坂 吉興
○掛川 哲司○長谷部 修掛川 哲司

青沼架佐賜（発達・神経・循環器・心身症）
池野一秀（免疫・アレルギー）

池野 一秀池野 一秀青沼架佐賜池野 一秀浅岡 麻里小 児 科 －浅岡 麻里－－青沼架佐賜
青沼架佐賜－池野 一秀青沼架佐賜－午前 10時以降

神経外来免疫・アレルギー小児心療内科外来小児心療内科外来乳児一般健康診査午後 専門外来
（予約制） 小児心療内科外来循環器外来免疫・アレルギー

宗像康博（消化器・胃大腸）
林 賢（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
関 仁誌（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
髙田 学（消化器）
沖田浩一（消化器）
佐近雅宏（消化器）
田上創一（消化器）
濱田浄司（外科）
岡田正夫（外科）

関 仁誌○佐近 雅宏宗像 康博○林 賢○高田 学

外 科
（消化器外科） ○濱田 浄司宗像康博（紹介のみ）○沖田 浩一○関 仁誌沖田 浩一

○岡田 正夫林 賢田上 創一佐近 雅宏○田上 創一

松田 智（上肢・末梢神経）
南澤育雄（骨折・リウマチ性疾患・股膝関節）
山田誠司（関節疾患）
中村 功（脊椎）
松永大吾（整形外科）
岡本正則（整形外科）

－中村功（午後）－○松永 大吾松田 智

整 形 外 科
南澤 育雄岡本 正則○松永 大吾○塚田 章博南澤 育雄
山田 誠司○藤澤多佳子中村 功○岡本 正則○山田 誠司

○松永 大吾○松田 智○山田 誠司松田智（紹介、救急）○藤澤多佳子
中村功（紹介、救急）－○南澤 育雄南澤育雄（紹介、救急）○中村 功

滝 建志（形成外科）
柴 将人（形成外科）

○滝 建志滝 建志○滝 建志○伴 緑也○滝 建志形 成 外 科 柴 将人○柴 将人柴 将人柴 将人柴 将人
竹前紀樹（脳腫瘍・脳血管障害）
大屋房一（脳血管障害・脳血管内手術）
柿澤幸成（脳腫瘍・脳血管障害）
宮岡嘉就（脳神経外科）

○竹前／宮岡○柿澤 幸成○大屋 房一○柿澤 幸成○大屋 房一脳神経外科
（脳血管内治療科） （交替制）大屋 房一竹前 紀樹宮岡 嘉就柿澤 幸成

斉木 實（皮膚科）斉木 實斉木 實斉木 實斉木 實斉木 實皮 膚 科
岡根谷利一（悪性腫瘍・前立腺肥大）
飯島和芳（神経因性膀胱）
上野 学（泌尿器科）
中藤 亮（前立腺肥大）

飯島 和芳上野 学岡根谷 利一上野 学岡根谷利一
泌 尿 器 科

中藤 亮中藤 亮飯島 和芳中藤 亮上野 学

風間 淳（眼科）風間 淳風間 淳風間 淳風間 淳風間 淳眼 科 －－黒川 徹中村さち子－
野村 康（耳鼻咽喉科）野村 康野村 康休 診野村 康野村 康耳鼻いんこう科
今井 迅（画像診断）
橋田 巌（放射線治療）橋田 巌橋田 巌休 診橋田 巌メタストロン外来放 射 線 科
田村 稔（口腔腫瘍）
松本和彦（口腔外科）

○田村 稔○成川純之助○松本 和彦○田村 稔○松本 和彦歯 科 ･
口 腔 外 科 松本 和彦－田村 稔松本 和彦田村 稔

第2外来山本寛二（神経内科）
町田香津子（神経内科）山本 寛二○山本 寛二町田香津子山本 寛二○町田香津子神 経 内 科

第2外来
西村秀紀（呼吸器・乳腺・甲状腺）
有村隆明（呼吸器・乳腺）
加藤響子（呼吸器・乳腺）

○有村／加藤
（交替制）

○有村 隆明
西村 秀紀

○西村 秀紀
加藤 響子

○加藤 響子
西村 秀紀

○信大医師（交替制）
有村 隆明

呼吸器外科
（乳腺外科）

第2外来森 篤（悪性腫瘍）
西澤千津恵（不妊症）

森 篤○森 篤○森 篤○塚本 隆是（交替制）婦 人 科 ○西澤千津恵西澤千津恵西澤千津恵－○西澤千津恵

第2外来高橋 陽（腫瘍精神科）高橋 陽
（完全予約制）休 診休 診休 診高橋 陽

（完全予約制）腫瘍精神科

第2外来－－（池田三知代）－－（膠原病外来）
長野市民病院救急センター坂口 治（救急科）

小沢正敬（救急科）小沢 正敬坂口 治林 賢坂口 治小沢 正敬救 急 科

医
師
人
事
異
動

外 来 診 療 担 当 日 一 覧
平成21年1月15日現在

外来診療担当表は、1月15日現在で作成されております。担当医師が変更
となっている場合もございますので、お問合せください。

長野市民病院
○印は初診担当です

お
近
く
の
開
業
医
に
よ
る
“
か
か
り
つ
け
医
”
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
市
民
病
院
へ
初
診
で
来
院
さ
れ
る
場
合
、
紹
介
状
と
事
前
予
約
が
あ
る
と
待
ち
時
間
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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科
医
師
）


